
 
 

 
 

対話的な活動を通して他者の考えを聞き、自分の考えを深められる子。 
 

 

 

➀事象提示・問題を見出す発問 

水溶液の学習では、子どもは現象を見たり、体験したりすることを通して、物の性

質や変化に気付き、自分たちで問題をつくること大切である。「やってみたい」自ら主

体的に問題を見出せるように出し合うための発問を行う。 

 

②問題に対する予想を促す発問 

物の性質と、変化した後の実体に着目した予想を立てる。 

 

③実験の計画・意見の共有を促す発問 

子どもたちが対話を通して、質的・実体的な視点で実験ができるように計画する。

見た目には、透明の水溶液は見分けがつかないものがある。違う性質をもつ水溶液

の違いに着目したり、塩酸の中で起こる金属の状態変化、性質の変化に着目させた

りして、違いを理解させる。 

 

④観察・実験の考察を深める発問 

質的・実体的な視点に着目しながら実験を実施し、結果を表やグラフにまとめる

結果を基に自分の予想したことを振り返りまとめる。 
 

研究主題に迫る手立て 

 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

 

既習内容を活用して、実験計画を作成し

ていた。学習目的が明確であり、見通しを

もち、学習内容の理解が曖昧な児童も学ん

だことを振り返りながら話合い活動がで

きていた。また、自力解決の時間をしっか

り取ることができ、自分の考えをもつこと

ができた。 

 「最短」の指示の捉え方が児童によって実験

の「手順」なのか、それとも「時間」かが違っ

ていた。 

→既習内容を生かした実験計画をするため、実

験の「手順」ということを全体発問の後、机間

指導の際に補助発問で理解ができるようにす

る。 

班の代表が計画を発表し、その内容に疑

問に思った児童が積極的に質問をすること

で、内容を深めることができていた。 

自分が考えた計画表と班で作成した計画表の

形式で、動かせるカードが違っていたため、伝

えた後の班での理解にずれが出てしまった。 

→同じ形式にすることで、自分が書いた考えた

ものと比較して班での話し合いを全員が進める

ことができたといえる。 

 

 

 

 


